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らは、表面上、「文学」 とは見なされなか った。 しかし、実際は、読書人を主体 とする多 くの人々
の参与と支持のもとに、長い歳月を経て、躍動感ある長編小説へとまとめ上げられて行った。そ し
て、広範な受容を通 して中国人の心底深 く染み渡 り、ついには中国文化を根底で支える一大要素と
なったのである。
それゆえ、小説、とりわけ歴代小説の代表格である奇書群の性格が明らかにされることは、中国
小説の特色、延いては、広 く中国文化のあ り方 さえ明らかにすることも可能であろう。
本研究で取 り'上げるr西 遊記』は、宅の奇書の一角を占め、特異な発展を経て、今 日見られるよ
うな長編小説となったものである。しかし、その成立の過程は、極めて複雑で、『三国志通俗演義』





国小説 との関係の検討などを通 して、r西 遊記』形成史の総合的研究を行なって来た。その研究結
果がsこ こに提出するrr西 遊記』形成史の研究」である。その内容は、第一章 「唐前半期におけ
る唐三蔵伝説の発生とその拡散」から第十四章 「清代の 『西遊記』 と民間芸能」までの全十四章か








孫悟空、猪八戒、沙悟浄の四者に分化せ しめ、人間のもつ様々な感情 ・智恵 ・勇気 ・迷いなどを主
人公を通 して具象化 した。他方、作品の旨意をより広 く伝え、また、娯楽 としても楽 しめるように、
作者は作品構成に様々な趣向をこらした。表現においては、綺語麗句を頻用 して伝統的古典文学の
雅なる要素を物語に盛 り込むとともに、「常言」(こ とわざ)の 使用によってそれを日常的な世界に
近づけた りもした。物語の展開においては、人々が常 日頃心に懐 く希望 ・夢 ・好奇心などが何 らか
の形で叶えられるように、神魔 ・霊怪要素以外の、講史小説的要素 ・公案小説的要素 ・人情小説的







r西遊記』の源泉は古 く、唐のは じめ、玄装三蔵の帰国時の 「街談巷語」に遡る。その当時の風
聞のた ぐいは、やがて雲散霧消 して行ったが、一部残 ったものが玄　三蔵の伝記であるr大 慈恩寺
三蔵法師伝』などと結合 し、唐三蔵玄　をめぐる伝説を形づ くるようになる。それは、玄　の遺蹟
(大雁塔など)や 遺品(大 唐三蔵聖教序碑拓本など)の 媒介を うけて徐 々に広 まっていった らしい。

































隠寺には、イソドから来た高僧慧理が、同 じくイン ドより飛来 して来た霊鷲山の一小山の洞内から、
自分の侍者であった白猿 ・黒猿を呼び出 し、飛来峰のいわれを説いたとい う呼猿洞伝説(『 威淳臨
安志』 。r霊 隠寺誌』巻一)が 、その創建当初からあったらしい。唐末まで、唐三蔵の護衛は老虎




宋代の唐三蔵伝説は、前代の片片たる逸話の域を脱 して、すでに体系化された物語 ～ 『大唐
三蔵取経詩話』 一 の段階に入っていた、と見るべきである。それゆえ、その流布も広範に亘 り、




かつ、 日宋貿易の中心地であったことを思えば、高山寺にr大 唐三蔵取経詩話』(臨 安の刊本)と
共に将来された 『大唐三蔵法師取経記』の方は、或は、閲版かもしれない。西夏の楡林窟第二 ・第
三窟にも、唐三蔵 と猴行者 ・白馬を描 く唐三蔵西天取経壁画が残ることから、西北地方にも早 くか
ら流伝 していたことがわかる。かつて、鳥居龍蔵氏が見た遼代 「西遊記」 レリーフも、或は、r大
唐三蔵取経詩話』に基づ くものとも考えられる。 この作品は、小川貫弐氏(「大唐三蔵取経詩話の
形成」、『龍谷大学論叢』362)及 び志村良治氏(「大唐三蔵取経詩話訳注 〔一〕〔二〕」、r愛知大学文




装三蔵 とは元来関係のなかった民間伝説を利用 している点、などにある。この作品には、西夏や 日
本の仏画等に留められると同じように、孫悟空の前身である猴行者、沙悟浄め前身である深沙神が
登場 し、後世の 『西遊記』の初歩的な骨格が出来あがっていた。(第 四章)
『大唐三蔵取経詩話』は、本来、唐三蔵伝説 とは関係のない江南地方に伝わる猴王神(r福 州猴
王神記』)・ 白猿伝(『補江総白猿伝』)な どの民間伝承を吸収 し、やがて 「元本西遊記」へと発展
して行く。元代には、小説系統の 「元本西遊記」と、戯曲系統の 「唐三蔵西天取経」劇(呉 昌齢撰)










め ぐる怪奇談(太 田辰夫氏r西 遊記の研究』)な どから、その出自をあいまいな形で考えられて来
た。 しか し、筆者は、『楊東来先生批評西游記』に基づいて、密教系の摩里支天菩薩の猪をモデル
に 「元本西遊記」の段階に生み出された登場人物であったと考え、その形象確立には密教、ことに
チベ ット密教である陳擁 教の影響を強 く受けているものと見なした。これは朱八戒に限ったことで
はなく、「元本西遊記」全体(例 えば、登場する妖怪など)に ついても言えることである。「元本西

















変文の系統を引く 「唐太宗入冥」物語、或は 「陳巡検梅嶺失妻記」 と金山寺江流説話 とを併せて作
った 「陳光蘂江流和尚」物語 も、この 「元本西遊記」に取 り込まれていたと考えられる。沢田瑞穂
氏は、「陳光蘂江流和尚」物語の原型は金山寺をめ ぐる漂着神信仰にあるとし、それが元末明初の
金山寺長在禅師の伝説を介在 として玄　三蔵に付会された(「唐三蔵の出生説話について」、r福井






魏徴が夢に脛河の龍を斬 る一段を留めるが、それから見てかな り後世の 『西遊記』に近いプロット
が確立 していたように見える。また、同じ頃、楊景賢によって長編の戯曲も作 られた。r伝奇四十
'種』の一つ、『楊東来先生批評西游記』がそれである。孫楷第氏は十分な資料から6巻24鶴 がすべ









教の始祖である羅祖(無 為居士、嘉靖六年袈)が 著わした五部六冊(r苦 功悟道巻』一冊 ・r嘆 世
無為巻』一冊 ・r破 邪顕証鋪匙巻』二冊 ・r正 信除疑無修証 自在宝巻』一冊 ・r魏 娩不動泰山深根
結果宝巻』一冊)の 一つ、r嘆 世無為巻』には、唐三蔵師徒の取経故事が取 り入れられている(沢
田瑞穂氏 「羅祖の無為教」、r増補宝巻の研究』)。他の宝巻にも、教化の素材として用いられ、宗教
界の受容の広 さが知 られる。また、書 目にもその名が記され、『晃氏宝文堂書 目』の 「楽府」項に




る 「勾呉 ・纏空居士」総論をもつことなどと考え併せると、戯曲形式の 「西遊記」はかな り広範に




(萬暦二年砂写、礼節薄 と略称する)で あろう。その中には、多 くの戯曲 ・小説資料が見 られるが、
r西遊記』に関 しては、「脛河龍王難神課先生一単」 ・ 「唐僧西天取経一単」などの隊舞戯演 目が
留められる。その項 目名を後の世徳堂刊本 『西遊記』 と比較すると、一致するものが少な くなく、
後者の登場人物の過半数を数えることが出来る。ただ し、前者と後者 とは、登場順序において異同
が見られる。 このことから、遅 く・とも嘉靖 ・隆慶期において、世徳堂刊本に近い西遊記物語が一定
の流布を見、しかも隊舞戯 という奉納芝居に改編されていたことが知 られる。
礼節簿の発見は、また、作者問題にも重要な波紋を投げかけた。つまり、従来から根拠薄弱な形
で主張されて来た呉承恩が小説西遊記を著わしたという説は、かな り弱められた(呉 承恩の 「西遊
記」が輿地類に分類される、旧本西遊記(小 説)が 元末明初に既に存在 したことなご)の ではない
か。かつて、太田辰夫氏は、多少の含みを残 しながらも、『西遊記』呉承恩作者説に強い疑念を示
された(『 西遊記の研究』)。筆者も、太田説に目録学の立場から賛同し、さらにこの礼節簿の存在
によって確信を強めることとなった。と言 うのは、もし仮 りに准安の呉承恩が 「西遊記」を著わ し、








現在する最古のr西 遊記』の版本は、金陵の書林、唐氏世徳堂が上梓 したr新 刻出像官板大字西
遊記』20巻100回 本である。礼節簿が紗写された時からわずかに遅れること18年、萬暦20年(1592)
に出版されたこの版本は、またたくまに世にひろまった。出版界は、射利のため、世徳堂刊本に拠
って 『唐僧西遊記』とか 『唐三蔵出身(西 遊)全 伝』(楊 致和編本)・ 『唐三蔵西遊伝』(朱 鼎臣編
本)と かい う繁簡さまざまな省略本 ・異本をつ くりあげ、江湖の人士に送 り届けた。『西遊記』諸












は読書人の愛読書となったぽか りではなく、白話文学のモデルのひとつとい う地位をも獲得 した。
r北遊記』 ・ 『南遊記』等の模倣作、『西遊補』 ・ 『続西遊記』等の続作を生み出す原動力 となっ
たほか、『西湖二集』に語られる魚藍観音のいわれとしての典拠、『金瓶梅詞話』に見える猪八戒の

























浸透 して行った。古い伝統をもつ影絵芝居や人形芝居 も 『西遊記』を主要な出し物 とし、婦女子の
娯楽となった。これらの表現形態も、小説の内容に忠実であったわけではない。(第 十三章)
小説 心戯曲以外では、茶館において説唱の 『西遊記』・が説話人によって語られ、年画を売る店の
軒先には 「西遊記画」が吊 り下が り、それを聞いた、或は、購入した人々の中には、廟所へ赴いて
斉天大聖孫悟空像に新年の賜福を願 う者もいた。
清代のr西 遊記』受容は、民問諸芸能と結合 した形でそれが行なわれる傾向が強かったので、情
況や時節に応 じて物語に改編が加えられて行 くのも、また自然の成 りゆきであった。中国の民間芸
能の諸形態については、李家瑞氏(『北平俗曲略』)、永尾龍造氏(『支那民俗誌』)、沢田瑞穂氏(r中
国の庶民文芸』)の紹介及び 『北京風俗図譜』(東 北大学蔵)な どを参照 し、新たに知見した資料 と
併せて 『西遊記』の展開を考察 した。(第 十四章)
以上のように、『西遊記』は、玄　三蔵入寂後程遠 くない時期に伝説 としてその繭芽が現われ、
唐 ・宋 。元を経て、明代の後期の萬暦年間に大成 した。そ して、次の清代にはギ小説以外の多様な
文芸形式に組み変えられ、官僚士大夫層か ら、底辺層の流民に到るまで、幅広い人々の受容を得、
ついには東アジア文化圏諸国、チベット・モソゴル ・ベ トナム。朝鮮、そして日本にまで流布 し、
各国 ・各地域の文化に多大な影響を持 って今日に到っている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
中国の長篇の古典小説の多くは、特定の作者の作品ではなく、歴史的な事実を軸 としてさまざま
な説話が集積され、つぎつぎに潤色が加えられて長篇小説が形成されるという経過を持つ。「三国















る。第一章は玄装三蔵自身の旅行記 「大唐西域記」 と各種の伝記資料およびそこから派生 したさま
ざまな説話を検討 し、小説に発展 して行 く萌芽的要素を検討する。第二章は唐代後半に三蔵説話が
中国各地にひろまり、ふくらんでいぐことを論ずる。第三章では三蔵説話の発展が、唐代における
密教文化の流布と密接な関係があることを指摘する。 この点は従来あま り論 じられたことのないと
ころで、論者の創見といってよい。
第四章は宋代において三蔵説話が集成されて行 く経過を論ずる。宋代に流行 した講釈の種本とみ




第五章は、元代になるとかな り豊かな内容を備えた 「西遊記」が存在 したはずであることは従来
も言われているが、そのいわゆる 「元本西遊記」が、どのような内容と規模を有したかを究明する。
当時高麗あるいは朝鮮において出版 された中国語会話の教本、「朴通事(諺 解)」 などに西遊記物語
が教材として利用されていることは従来 も注目されて来たが、論者はこれらをは じめ同時代の種 々
の資料にみえる関連説話を丹念に蒐集整理 し、「元本西遊記」の内容を再構成する。その結果、の
ちの小説 「西遊記」にみえる登場人物(擬 人化 された動物や妖怪を含む、以下同 じ)お よび話題の
多 くが、「元本西遊記」にすでにみえていたことが確認される。「
第六章は清刊本 「西遊証道書」にみえる元の官僚文人、虞集の序の真偽問題についての考証。っ








しているが、 この三章は経(た てい と)に 対する緯(よ こいと)、もしくは紀伝体の本紀に対する
列伝に相当する。
第七章は 「西遊記」の実質上の主人公である孫悟空の渕源 と発展に関する論考、渕源については
諸説があるが、論者は密教系の護法神 と福建地方に流布 していた妖猿伝説もしくは猴王神信仰 とが
重な り合ったところに渕源が求められること、および宋末の 「取経詩話」にみえる猴行者がその原
型であるには違いないが、「遊宙紀聞」などによれぽ、遅 くとも南宋初めには登場 していたことが




る。七 ・八章を通 じて、こうした形象の渕源を単一のモデルに求めるのではな く、種 々の要素が重
な り合 って形成 されて行 くというとらえ方は、丹念に捜求された資料の豊富さとあいまって、従来
の諸説に比 してはるかに説得力がある。
第九章は、宋本 「取経詩話」にはみえず、後世の小説の中ではかな り重要な意味をもつ唐太宗入
























世徳堂本 と並んで、ともに魯王府本(現 存せず)に もとついてお り、清刊本はすべて明刊本を祖本
とす るとしている。これに対 し論者は、清刊本が一様でないことに着目し、諸本を詳細に対比 した






第十三章、十四章は清代における 「西遊記」の流布の状況を考察する。小説 としては 「西遊証道
書」や 「西遊真詮」のように、やや簡略化され、かつ道教色を帯びて流布するが、それとともに 「昇
平宝筏」に代表される戯曲、更に説唱文芸(歌 をともな う語 り物)や 人形芝居、影絵芝居など、民
間芸能として民衆の間に浸透 し、享受される。これらについては従来ほ とんど系統的に論 じられた
ことはな く、論者の精力的な資料探求に よって新たに拓かれた研究分野 といってよい。
以上、本論文は 「西遊記」の形成に関する従来の研究を概括するとともに、少なからぬ修正を加
え、また新たな知見と考察にもとついて空白を埋め、一千年を越えるその形成と変貌の歴史を一貫
した流れとして究明しようとするものゼあり、その意図は相当程度に達成 し得たものと認められる。
今後このテーマの研究は、必ずや本論文を基礎として進展することになるであろ う。
よって本論文の提出者は、文学博士の学位を受けるに十分な資格を有するもの と認められる。
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